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第一回「国勢調査」における岡山市の住民構成
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1　本稿の課題
　筆者はこれまでに，日本資本主義の確立にともなう地域・民衆生活の再編・
変容の検討を，岡山県に大きく素材を求めて，それを対象として行なってき
ている。近代産業の展開，近代交通網の形成の過程で，岡山県においても近
代工業の発展はあるが，相対的には農業県にとどまり，相対的には停滞的で
あったこと，工業は繊維産業中心にとどまったこと，このような岡山県のな
かでは，南北格差の進行に代表される地域格差が進行するが，岡山市はこの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）地域編成の軸となってきたことなどを明らかにしてきた。本稿は，最大の工業
（1）筆者のこれまでのこのような観点からの岡山県近代産業・地域史に関する論稿とし
　ては，本学会誌の第12巻第1号，第2号，第4号，第13巻第1号，第2号，第4号，
　第14巻第3・4号，第15巻第2号，第3号，第16巻第1号，第17巻第1号，岡山大学
　産業経営研究会『研究報告書』第14集，第16集，『地方史研究』173号，地方史研究協
　議会編『瀬戸内社会の形成と展開一海と生活』雄山閣　1983年　掲載のものがある。
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地であり，最大の商業地であり，また交通の要地として，終始地域編成の軸
となってきたこの岡山市の産業都市としての性格を住民構成の検討を通じて
明らかにしょうというものである！2｝時点は1920年基準としている。この時点
について検討を行なうのは，住民構成の特徴把握を，本格的な人口統計であ
る「国勢調査」によって行なうが，その第1回が1920年であることによる。
なお，このように1920年基準としていることについてであるが，この時期を
産業資本の確立期としているわけではなく，「国勢調査」の第1回がこの1920
年であるという資料的事情によるのである。1920年という時期は確立した資
本主義がことに第一次大戦期の顕著な発展をとげ重化学工業化，独占化をと
げた時期であるので，産業資本の確立期の検討の時期としては一般的には適
切とはいいがたいであろうが，このなかに産業資本確立期の岡山市の状況を
読み取ろうというものである。
2　職業別構成の特徴
　本稿は「国勢調査」にもとづいて岡山市の住民構成の特徴を検討し，これ
を通じて岡山市の産業都市としての性格を明らかにするが，以下での岡山県
の「国勢調査」は，『大正九年　国勢調査報告　府県の部第三十二巻　岡山県』
（2）官庁調査・統計書の職業統計によって明治大正期の諸都市を工業の特徴との関連で
　考察したものに海野福寿「都市における工業」（古島敏雄ほか編『郷土史研究講座7
　明治大正郷土史研究法』朝倉書房　1975年）がある。また葛西大和「明治・大正期に
　おける本邦都市発達の動向と都市の構成」（『岡山大学地理学研究報告（都市と農村）』
　第3巻第1号　1977年）は，諸都市の工業的構成を1920年の「国勢調査」によって詳
　細に検討したものである。さらに奥須磨子「戦前期の工業都市における住民構成に関
　する一考察一賃労働蓄積の特質把握のために一」『社会経済史学』第48巻第2号　1982
　年は，「国勢調査」によって工業都市における労働力群としての都市住民の構成を，賃
　労働の生成・蓄積過程の歴史的把握という視角から分析したもので，織物工業都市今
　治市，製糸工業都市前橋市，重工業都市八幡市を対象としたものである（あわせて「労
　働統計実地調査」が使用されている）。本稿での「国勢調査」にもとつく住民構成の検
　討はその手法によっている。
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第1表　本業者職業別構成 （1920年）
農　業 工　業 商　業 交通業 公　務ｩ由業 無業者
その他とも
{業者合計
? 　％T5．6 　％P7．2 　％P0．2 　％S．5 　％U．0 　％Q．2 　　　人R83，936
岡山県
女 64．5 19．6 8．9 0．33 2．2 3．3 262，260
?
3．2 34．5 29．2 9．6 9．6 10．4 30，020
岡山市
女 2．7 43．2 25．1 1．2 8．7 16．8 15，737
?
13，i 40．8 27．9 6．7 6．1 3．3 3，868
倉敷町
女 11．4 40．6 17．5 0．12 4．8 3．3 3，203
?
37．9 27．6 17．5 5．9 4．5 2．0 6，127
玉1島町
女 34．0 52．4 7．6 0．34 2．2 2．4 4，977
?
21．1 33．2 23．6 9．3 6．1 4．0 3，927
笠岡町
女 16．2 49．1 18．0 0．81 5．6 8．7 2，350
?
4．4 34．8 30．4 7．7 9．2 10．8 5，214
津山町
女 4．3 25．6 33．0 0．57 10．4 23．62，460
詫1）　『大正9年国勢調査・ll乏告　府県の部第32巻　岡1．ii県』
である。
　第1表は，職業別構成から岡山市の特徴を検討するものである。この年の
本業者は，男3万0，020人，女1万5，737人で，それぞれ全体の中の65，6％，
32．2％にあたる。このほかは，その従属者，家事使用人である。この区分に
ついては後に言及することとして，とりあえずこの本業者について検：討する。
全県では，男55，6％，女64．5％と男女ともに農業が最大で，ついで，工業が
男17．2％，女19．2％，商業が男10．2％，女8．9％となる。岡山市の場合は，農
業はわずか3．2％，2．7％であって，工業が34．5％，43．2％を占めて最大であ
り，ついで商業が29．2％，25．1％，公務・自由業が9．6％，8．7％となる。工
業，商業が中心であり，公務・自由業，それに男の交通業9．6％も大きく，近代
都市としての特徴を示すであろう。このほかでは無業者が男10．4％，女16．8％
であることが注目されよう。これは後ほどまた中身をみていく。比較のため
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に，県下のいくつかの町をあげた。倉敷町は工業がさらに大きく，この工業
と商業の町である。玉島町，笠岡町は女において工業が岡山市よりかなり大
きく，商業も大きく，工業とともに商業地としての性格を示している。倉敷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）町，玉島町，笠岡町のいずれにも紡績工場があり，これが旧来の商業地であ
るこれらの町を商工業地としているのである。なお，玉島町，笠岡町，とく
に前者には農業のウェイトが一定程度高く，農業的地域であることを示して
いる。乱丁の津山町は，岡山市と同様に農業はきわめて小さく，工業，商業
が中心であるが，商業が他と比べてさらに大きく，商業地である。公務・自
由業も岡山市と同様の大きさであり，地方行政の一拠点でもある。この津山
町では無業者のウェイトが高いことが注目されよう。以上から岡山市は農業
は小さく，工業，商業という商工業の都市であるとともに，地方行政の拠点
であり，また無業者をかかえる都市であることをみることができた。
　ところで，この「国勢調査」は県と市についてであるが，職業別中分類を
掲載している。第2表は岡山市の場合に大きかった工業，商業，公務・自由
業，無業者のすべての中分類職業と交通業のなかの運輸業，それに全県で大
きい農業のなかの主要なものをとりだし，それぞれのウェイトを示すもので
ある。まず，工業であるが，男は土木建築業が最大で，繊維工業，飲食料品・
嗜好品製造業がほぼ同程度でそれにつづき，ついで被服・身ノ廻り品製造業，
木・竹二関スル製造業などとなる。女は繊維工業がきわめて大きく，これが
7割近くを占め，被服・身ノ廻り品製造業，飲食料品・嗜好品製造業がそれ
につづく。これを全県の工業と比較すると，特徴は明白となる。全県は，男
は土木建築業が最大で，ついで木・竹二関スル製造業，飲食料品・嗜好品製
（3）　『大正10年11月工場通覧』，これは／920年1月1日現在であるが，倉敷町，玉島町，
　笠岡町所在工場としてつぎのものを記載している。
　　　倉敷町　倉敷紡績株式会社倉敷工場　　職工1，658（うち男工332）人
　　　玉島町　　　　　同　　玉島工場　　職工1，750（うち男工330）入
　　　笠岡町　福島紡績株式会社笠岡分工場　職工　　665（うち男工194）人
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1920年）第2表　本業者職業中分類
岡　　　山　　県 岡　　　山　　　市
男 女 男 女
農耕・畜産　・蚕業 ％　　　％T5．3 ％　　　％U4．4 ％　　　％R．2
％　　　　％
Q．7
漁　　業　　・　製　　塩　　業 2．4 0．17 0．09 0．01
窯　　　　　　　　　　　業 0．59　3．40．17　0．86 0．59　1．7O 28　0．65
金　　　属　　　工　　　業 0．98　5．70．06　0．292．3　　6．6 0．09　0．21
機　械　器　，具　製　造　業 L3　7．90．08　0，391，5　　4．4 Oユ0　0，24
化　　　学　　　工　　　業 0．39　2．20．17　8．8 0．89　2，6 0．68　1．6
繊　　　維　　　工　　　業 2．5　14．37．9　40．56．3　18．3 28，7　66．5
紙　　　　　工　　　　　業 0．38　2．2O．2010．11．1　　3．2 0．65　L5
皮革・骨・角・甲・羽毛品製造業 0，03　0．20．03　0，180．20　0．59O．07　0ユ6
木・竹二関スル製造業 2．9　ユ6．7 7．1　36，23．3　　9，6 0．79　L8
飲食料品・嗜好品製造業 2．3　12．21．3　　6．8 5．5　15．94．9　1ユ．2
被服・身ノ廻り品製造業 1．2　7．1 2，4　12．03，4　　9．8 5．7　13江
土　　木　　建　　築　　業 4．0　23．10．03　0．16．5　18．7O．06　0ユ3
製版　・印刷　・製本業 0．22　1．30．07　0．36L3　　3．8 0．88　2．0
学芸・娯楽・装飾品製造業 0．09　0．50．04　0．180．39　1．1O．19　0．44
瓦斯・電気及天然力率用二関スル業 0．32　1．90．02　0．091．ユ　　3．2 O．ユ3　0．31
其　　他　　ノ　　工　　業 0．04　0．26 0．02　0．11 0．14　0．41 0．09　0，21
蒲魚　　　品　　　則更　　　ラ芒　　　業 7．3 5．4 21．4 10．9
媒　　介　　周　　旋　　業 1．2 0．13 2．2 0．24
金　　青虫　　・　　f呆　　険　　　業 0．58 0．11 1．8 0．56
物品賃貸業　・預り業 0．03 0．01 0．14 O．04
旅宿・飲食店・浴場等業 1．O 3．2 3．5 13．3
其　　他　　ノ　　商　　業 0．02 0．01 0．08 0．03
通　　　　　信　　　　　業 0．47 0ユ3 0．92 0．69
運　　　　　輸　　　　　業 4．0 0．20 8．4 0．49
陸　　　海　　　軍　　　人 ユ．2 一 0．65 一
官吏　・　公吏　・雇傭 ユ．8 0．08 2．7 0．15
宗　教　二　関　ス　ル　業 0．65 0．］5 0．64 0．30
教　育　二　関　ス　ル　業 1．1 0．78 1．8 1．4
医　務　二　関　ス　ル　業 0．50 0．67 ユ．5 4．4
法　務　二　関　ス　ル　業 0．10 0．00 0．45 　
記　者　　・　著　　述　　者 0．03 O．OO 0．26 0．01
芸　　　　　術　　　　　家 0．19 0．14 0．84 0．55
其　　他　　ノ　自　由　　業 0．45 0．36 0．78 ユ．8
収　入　　二　依　　ル　者 0．94 2．0 2．8 7．9
無　　　　　職　　　　　業 12．6 1．3 7．6 8．9
註1）第1表と同一書より作成．
　2）窯業から其他ノ工業の各右欄は窯業から其他ノ工業までの工業の合計を100とし
　　　た比率である．
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造業，繊維工業などであり，女は繊維工業，木・竹二関スル製造業，被服・
身ノ廻り品製造業，紙工業などである。女では繊維工業が最大ではあるが，
木・竹二関スル製造業がそれに匹敵するくらいの大きさであり，男ではそれ
が繊維工業を上回る大きさであり，この木・竹二関スル製造業の大きさが注
目されよう。県下各地に繊維工業が展開し，それはとくに大規模な紡績工場
であって，これが岡山県の工業構成を特徴づけているが，しかし，この木・
竹二関スル製造業のような農産加工的野工業が展開しているのである。この
点，岡山市は繊維工業において都市的工業の展開を窺わせるものとなってい
る。商業のなかでは，物品販売業が大きく，男ではこれが全体のなかでの最
大となっている。また，旅宿・飲食店・浴場業等がとくに女において繊維工
業につぐというように大きく，男にお』ける運輸業の大きさとあいまって，人
間往来・物資出入の拠点であることを示しているといえよう。公務・自由業
では，官吏・公吏・雇傭が2．7％であり，また法務も全県より大きく，地方行
政の拠点であることを反映しているとともに，教育，医務，芸術，記者，著
述などのウェイトも全県より高く，地方教育・文化の拠点でもあることを示
している。大分類で無業者が大きかったが，それは収入二依ル者と無職業と
である。前者は，小分類では，小作料二依ル者，地代・家賃・有価証券ノ収
入二依ル者，恩給・年金・其他ノ収入二依ル者，であり，後者は，準世帯二
在ル学生・生徒，精神病院・感化院・慈善病院等二在ル者，官吏又ハ慈善団
体等ノ救助ヲ受クル者，在監者，其他ノ無業者である。中分類までの数字の
このうちわけは明らかではないが，以上のごとき内容の収入に依食する者が
相対的に多く存在すること，学生・生徒，病院収容者，在監者の存在，さら
に無職業者の存在もまた都市的特徴を示すものであろう。
　第3表は，工業，商業と交通業の中分類について，本業者の「職業上の地
位」をみるものである。この地位の区分は，業主，職員，労務者であるが，
これについてはつぎのように定義されている。「職業上の地位を左の三種に区
分表章したり。」として「1業主　業務を主宰経営する者　2職員　業主の下
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第3表　主要職業（中分類）における地位別本業者数 （1920年）
業　　　　主 職　　　　員 労　　務　　者 総　　　　計
?
女 計
? ?
計 男 女 計
?
女
?
窯　　　　　　　業 40〈95．2＞ 2〈4．8＞ 42（19．0） 14〈93，3＞ 11〈6，7＞ 15（6．8） 123（75．① 41（25，0＞ 164（74，2） 三77（80．1＞ 鱗（19．9＞ 221
金　　属　　工　　業 145〈98．0＞ 3〈7，0＞ 148（21，1） 16〈100．0＞一 16（2．3） 527ぐ98．① 11〈2．0＞ 538（76．6） 688〈98，0＞ 14〈2．G＞ 702
機械器具製造業 137くIGQ．0）一 137（29．O｝ 53〈98．1）玉1＜L9＞ 風（u．4） 266〈94．7＞ 15＜5．3＞ 281（59．5＞ 456〈96．6＞ 16（3，4＞ 472
化　学　　工　業 59〈86．8＞ 9（13．2＞ 68（18．2） 44＜100．0＞一 44111．8）163ぐ62，5＞ 98〈37．5＞ 261（70．0） 266〈71．3＞107〈28．7＞373
繊　維　　工　業 238〈82．6＞ 50〈17．4＞ 288（4．5） 231〈74．3＞ 80〈25，7＞3U（4．8）1，425（24．5＞4β92（75．5＞5，817〔90．7） 1．894〈29．5＞4．522（70．5＞6，416
紙　　　工　　　業 130〈94．9＞ 7〈5，1＞ 137｛31．5＞ 23〈88、5＞ 3＜1L5＞ 26（6．0） 18D（66，2＞ 92〈33．8＞ 272（62．5＞ 333〈76．6＞102〈23，4＞ 435
皮革・骨角・羽毛品類製造業 12〈100，0＞ 一 12（16．7） 12＜84．6＞1（15．4＞ 13（18．1） 37ぐ78．7＞ 10＜21．3＞ 47（65．3） 61（84．7＞ 11〈15．3＞72
木・竹類二関スル製造業 356＜91．0＞ 35〈9．0＞ 391〔34．8） 17＜100．0＞一 17（1，5） 625（87．5＞ 89（12．5＞714（63，6） 998〈88．9＞ 1引く1L1＞1，122
???????????
飲食料品嗜好品製造業 501〈93．3＞ 36＜6．7＞ 537（22．3） 230＜97，5＞ 6〈2．5＞ 236（9．8） 919〈56．1＞ 719〈43．9＞1，638（67．9）11650〈68，4＞761〈31．6＞21411
被服・身ノ廻り品製造業 459＜47．0＞517侮3．G）976（51．2） 53＜85．5＞9＜14．5＞ 62（3，3＞ 503＜57，9＞ 365魚2．1＞ 868（45．5）1，015＜53．2＞89i憩6．7＞Lgo6
土　木　建　築　業 490（99，8＞ 1（0．2G＞ 491（25．2） 62＜98，4＞1〈1，6＞ 63（3．2）1，387〈99．5＞ 7〈0．50＞1．394（71，6）1，939（99，5＞ 9〈0，46＞1，948
製版・印刷・製本業 97〈98．0＞ 2＜2．0＞ 99（18，7） 40〈95．2＞2＜4．8＞ 42（7．9） 253〈65．2＞ 135（34．8＞388（73．3） 390＜73．7＞ 139〈26．3＞529
学芸娯楽装飾品製造業 70〈89．7＞ 8（10．3＞ 78（52．7＞ 3〈75．0＞ 1（25．0＞ 4（2，7） 45（68．2＞ 21〈31．8＞ 66（44．6） 118〈79．7＞ 3G〈20，3＞148
瓦斯・電気及天然力?p二関スル業 11（9L7＞ 三（8．3＞ 12（3．4） 134（91．2＞ 13〈8．8＞ 147（4．2）191ぐ96．5＞ 7＜3，5＞ 198（55，5） 336⑲4．1＞ 21（5．9＞ 357
基　他　ノ　工　業 27〈93．1＞ 2〈6．9＞ 29（50．9） 5＜83，3＞ 1〈16．7＞ 6（10．5） 11〈50，① 】1（50．0＞ 22（38．6） 43＜75．4＞ 14〈24．6＞ 57
合　　　　　　計 2，772〈80，5＞673qg．5＞3，445（20．1）937〈88．7＞119（11．3＞1、056（6．2）6，655〈52．5＞6，013〈47．5＞12，668（73．8＞10．364価0．4＞6．805⑬9，6＞17，169
物　品　販　売　業 3，9B1（81．4＞90908．6＞4、890（60．1）11030＜96．8＞蟄く32＞1，054（13．1）1，405〈64．⇒？73（35．5＞2，178〔25，8）6、415σ8，9＞1，716＜2L1＞8，ユ32
媒　介　周　旋　業 453〈96．4＞ 17〈3．6＞470（66，4） 166＜97，6＞ 4〈2．4＞ 170（24．0） 51〈76．1＞ 16（23．9＞ 67（9．5） 670（94，8＞ 37＜5．2＞ 707
金融・保険業 113〈74，8＞ 38＜252＞151（23．5＞ 382＜96．2＞ 15〈3．8＞397（6ユ．7） 60〈63．2＞ 35〈36．8＞ 95（14．8） 555〈86．3＞ 88〈13，7＞ 643
????????
物品賃貸業・預り業 28＜87，5＞ 4〈12，5＞ 32（64．0） 6＜00．0＞ 一 6（12．0） 9〈75．0＞ 3（25，0＞ 12（24．0） 43侶6．0＞ 704．0＞ 50
旅宿・飲食店・浴場業等 587〈55．9＞ 463色4．1＞1．050（33．4） 74〈93．7＞5〈6．3＞ 79（2．5） 392〈19．5＞L623（80．5＞2．015（64．1） 1，053〈33．5＞ 2，091〈66．5＞3，144
其　他　ノ　商　業 lG〈83．3＞ 2〈16．7＞ 12（41，4） 4〈66．7＞ 2＜33．3＞ 6‘20．7） 10（90．9＞ 1〈9．1＞ 11（37．9） 24⑱2．8＞ 5〈17，2＞ 29
合　　　　　　計 5，172〈78，3＞1，433〈2L7＞6．6G5（52．0）1，662196．5＞60＜3．5＞1，722（13．5）1，927〈44．0＞2，451＜56．O＞4，378（34，5）8．761価9．0＞3，944〈31．0＞12，705
通　　　信　　　業 22くIOO．0） 一 22（5．7） 100く77．5） 29〈22．5＞ 129（33．6） 154ぐ66．1＞ 79（33．9＞ 233（60，7） 276（71．9＞1（罵（28．1＞ 384???
運　　　輸　　　業 275〈99．6＞ 1〈0，4＞276（10，3） 253＜96．2＞ エ0＜3，8＞ 263（9．8）21083〈97．2＞66〈3．1＞2，149（79．9）2，611〈97．1＞ 77（2．9＞2，688
合　　　　　　計 297〈99．7＞ 1〈0β〉 298（9．7） 353〈90．1＞ 39＜9．9＞ 392（12．8） 2，237〈93．9＞145〈6．1＞2、382（77．5＞2，887〈94．0＞185〈6，0＞3，072
その他とも　総　　計 13，020（72．0＞ 5、075侶8．0＞18．G95（39、5）4、584⑱5．5＞ 776〈14．5＞ 5、360く11．7）2、416価5．7＞ 9，886劔．3＞22、 02〔48．7）30，G2Q⑯5．6）15．737侶4．4）5，757
註1）第1表と同一書より作成．
　2）（）内は，合計のそれぞれに対する業主，職員，労務者のそれぞれの比率，〈〉内は，それぞれの計に対する男女の比率を示す．
??「????????????
??
298
に在りて：事務又は技術に従事する者　3労務者　業主，職員の下に在りて単
に労務に従事する者」としている。なお，「此の区分は主として農業，工業，
商業及び交通業に対して適用し公務，自由業乃至無職業に就ては之を準用
したるものなるを以て二階級又は一階級に止まりたるものあり。」と付記され
　　　（4）
ている。
　このような3区分である。まず，全本業者は，業主39．5％，職員11．7％，
労務者48．7％という構成である。4割が業主，すなわち経営主である。工業
は，業主20．1％，職員6．2％，労務者73．8％で，業主は2割で全本業者の場合
の半分ほどであり，労務者が約4分の3を占める。工業では雇傭されるものが
多いといえる。これに対して商業は業主は52．0％，職員13．5％，労務者は34．5
％であって，業主が過半である。自営業者が多いことを示すといえよう。交
通業は，業主9．7％，職員12。8％，労務者77．5％で，工業よりもいっそう雇傭
されるものが多いといえる。以上は工業，商業と交通業の概括であるが，中
分類についてみるとそれぞれの特徴が明確となる。
　まず工業について。工業は業主が20，1％であったが，これを上回るのは学
芸・娯楽・装飾，被服・身ノ廻り品，其他，木・竹類，紙，機械器具製造，
土木建築業，食料品・嗜好品，金属，であり，それを下回るのは，瓦斯・電
気，繊維，皮革・骨，化学，製版・印刷・製本，窯業である。それぞれ初め
の2，3種が上回る度合，下回る度合が著しい。前者は，当該産業が自営業
であり，後者はそれが労働者雇傭形態であることを示唆するものといえよう。
業主の割合が大きいもののうち，被服・身ノ廻り品は，その数も976人と多
く，しかも女が53．0％で過半であり，この広汎な当該業が家内自営業である
ことを推測せしめる。同じく広汎な木・竹類，紙，食料品・嗜好品，なども
同様である。ただしこれらは業主の9割以上が男であって，男を経営主と
する自営業である。機械器具製造もまた業主の割合が29．0％と大きいが，こ
（4）　『大正9年　国勢調査報告　府県の部第32巻　岡山県』「附録」2ページ。
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のような生産財部門もまた必ずしも家内工業を脱却していないことを示唆す
るものといえよう。他方，業主が著しく小さいのは，瓦斯・電気3．4％，繊
維4．5％である。前者は近代産業であり，後者もそれを中心とする，このよう
な事情が反映されているといえる。ついで商業について。商業は総じて業主
の割合が大きい。とくに物品販売業は4，890人で本業者が最も大きいが，業主
が6割を上回っていることは，ここが自営業が中心であること’を示している。
この物品販売に代表される商業にあって，金融・保険業は業主の割合が23．5
％と小さく，職員が61．7％と大きく，該当業は近代企業形態をとっている。
また，旅宿・飲食店等は業主数は1，050と大きいが，労務者が多いためにその
ウェイトは小さく，労務者が64．1％と大きなウェイトを占め，とくにその80．8
％が女であり，多数の女従業員がいるのである。交通業は，通信，運輸とも
に業主が少なく，職員，労務者が多いが，通信業における職員のウェイトの
高さはここが近代事業所となっていることを反映したものといえよう。
　第4表は，岡山市を特徴づける部門についてやや立ち入った検討を加える
ためのものである。本業者数が工業で最多数の繊維，それにつぐ飲食物・嗜
好品製造業，被服・身ノ廻り品，それに生産財生産部門を代表させて機械器
具，全部門で最多数の物品販売，それと旅宿・飲食店・浴場業等，交通業の
うちの運輸業をとりだし，それらについて年齢別と，従属者をあげてある。
まずあらかじめこの従属者，そしてすでに本業者を無定義的に使用してきた
が，この本業者定義をみてお』く。「国勢調査」には，「総人口を本業者，無
職業者，本業なき従属採決家事使用人」に「四大別」しているが，これに
ついて，「本調査に於ては世帯を通して各人の職業を観察したるものにし
て，人口を本業として何等かの職業を有する本業者，世帯主及準世帯に在
る者にして，職業なき者及職業以外の収入に依り生活する者を一括したる無
職業者（無職独立者）本業として何等の業務を嘱せす，多くは前記本業者又
は無職業者に扶養せらる・家族を指す，本業なき従属者（是等は総て所属世
帯主の職業に依り分類表章す）及主人の世帯内に在りて家事勤務に服する家
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網4表　主要職業（中分類）における地位別年齢別本業者数 （1920年）
繊　　　　維　　　　工　　　　業 飲食物　・嗜好品製造業
本　　　　業　　　　者 本　　　　業　　　　者
エ4歳以下 15歳一19歳60歳以上 合　　　計
本業ナキ
]　属　者 14歳以下 ユ5歳一19歳 60歳以上 合　　計
本業ナキ
]　属　者?
一 216（90，8＞ 22（9．2＞ 238 202 一 452（902） 49（9．8） 501 489
?? ?
女 一 43（86．0） 7（14．0） 50 448 　 32（88．9） 4（1L1） 36 1，006
計 一 259（89，9） 29（10，1） 288 650〈225．7＞ 一 484（90．1） 53（9．9） 537 1．495〈278．4＞?
一 228（98の 3（L3） 231 170　一 一 227（98．7） 3（1．3） 230 107
?? ?
女 一 80（10D．0） 一 80 363　一 一 6（ユ00．0） 一 6 243?
一 308（99．0） 3（LO） 31ユ 533（171，4＞ ｝ 233（98．7＞ 3（1．3） 236 350q48．3＞?
36（2．5） L375（96．5） 14（0．89） L425 546 l13（12．3） 792（86．2＞ 14（1．5＞ 919 147???
女 1，005（22，9）3．355（76．4） 32（0．72） 4，392 990 111（15，4） 597（83．0）11（1．5） 719 337?
1，041（17，9）4、730（81．3） 46（0．79） 5，817 1．536（226．4＞224（13．7） ユ1389（84．8）25（1．5） 1，638 484＜29．5＞?
36（1．9） 1，819（97」） 39（2．1） 1，874 918 113（6．8）ユ，471（89．2＞ 66（4，0＞ L650 743?? ?
女 1，005（22．2）3，478（76，9） 39（0．86） 4，522 1，801 111（14．6） 635（83，4） 15（2，0＞ 761 1，586?
1，G41（16．2）5，297（82，6） 78（1，2） 6，416 2，719〈42．4＞224（9．3）2、106（87．3） 81（3，4＞ 2，411 2，329〈96．6＞
被服・身ノ廻り品製造業 機　械　器　具　製　造　業
本　　　　業　　　　者 本　　　　業　　　　者
14歳以下 15歳～59歳 60歳以上合　　　計
本業ナキ
]　属　者 14歳以下 15歳～59歳 60歳以上合　　　計
本業ナキ
]　属　者
?
｝ 429（93，5＞ 30（6．5） 459 489 一　■ 131（95．6） 6（4．4） 137 110
?? ?
女 一 459（88．8＞ 58（11．2） 517 899 ㎝ 一 一 一 271?
一 888（9正．0） 88（9，0） 976 1，388〈142．2＞ 一 131（95．6） 6（4．4） ユ37 381（278．1＞?
一 53（100，0） 一 53 16 一 51（96．2） 2（3．8） 53 26
????
女 一 9（100．0） ｝ 9 37 一 1（100．0） 一 1 63?
一 62（100，0） 一 62 53＜85．4＞ 一 52（96．3） 2（3．7） 54 89〈164．8＞?
64（12，7） 433（86，0＞ 6（L2＞ 503 60 27（10．2） 238（89，5） 1（0．38） 266 70???
女 17（4，7） 337（92．3） 11（3．0） 365 172 1（6．7） 14（93，3） 一 15 ユ30?
81（9．3） 770（88．7＞ 17（2．0） 868 232＜26．7＞ 28（9．9）252（89．0） 1（0，35） 281 200〈71．2＞
男 64（6．3） 915（90，1＞ 36（3，5） 重、015 565 27（5．9） 420（92」） 9（2．0） 456 206????
女 17（1，9） 805（90，3＞ 69（7，7） 891 1，108 1（6．2） 15（93，8） 　 16 464
計 81（4．2） L720（90．2）105（5，5） 1，906 1．673＜87．8＞ 28（5．9） 435（92，1） 9（L9） 472 670〈14L9＞
?
???
物　　　品　　販　　　売　　　業 旅宿　・飲食物　・浴場業等
本　　　　業　　　　者 本　　　　業　　　　者
14叢以下 15畿～59歳 60歳以上合　　　計
本業ナキ
]　属　者 14歳以下 15歳一59歳 60歳以上合　　　計
本業ナキ
]　属　者
?
1（0．03） 3．417（85．8） 563（14．1＞3，981 3，308 一 523（89，1） 64（10．9） 587 602
?? ?
?
1（O．11＞ 785（86．4） 123（13，5＞ 909 6，837 一 433（93．5） 30（6．5） 463 1，196
計 2（0．04＞ 4，202（85．9） 686（14，0）4，890 10，145〈207、5＞ 一 956（91．0） 94（9．G） 11，050 1，798〈17L2＞?
一 1，021（99，1＞ 9（0．87） 1，030 303 一 65（87．8） 9（12．2） 74 28
?? ?
?
一 34（100．0） 0 34 670 一 5（IGO．0） ｝ 5 65?
一 1，055（99．2） 9（0．85） 1，064 973＜91．4＞ 一 70（88．6＞ 9（11．4） 79 93＜117、7＞?
270（19．2）1，097（78，1） 38（2．7） 1，405 98 38（9．7） 327（83．4） 27（6，9） 392 53???
女 16（2ユ） 721（93，3） 36（4，7） 773 207 76（4．7）1．510（93，0） 37（2，3） 1，623 131
計 286（13．2） 1，818（83．7＞4（3．4） 2，173 305〈14、0＞ ユ14（5．7） L837（91．2） 64（3．2） 2，015 184＜9．6＞
?
271（4．2）5，535（86．3）610（9．5） 6，416 10，145 38（3．7） 915（86．9） 100（9，5） 1，G53 683?? ?
女 17（O．99） 1，540〔89．7）159（9．3） 1，716 7，714 76（3．6＞1，948（93．2） 67（3．2） 2，091 1，392?
288（3．5＞7．075（87．0）769（9．5＞ 8，132 11，423＜140，5＞114（3．6）2，863（　91．1＞　　　　　167（　　5．3） 3，144 2，075（67．0＞
運　　　　　　輸　　　　　　業 総　　　　　　　　　　　　　　計
本　　　　業　　　　者 本　　　　業　　　　者
14歳以下 15歳～59歳 60歳以上合　　　計
本業ナキ
]　属　者 M歳以下 15歳～59歳60歳以上 合　　　計
本業ナキ
]　属　者
?
一 261（94．9） 141（5．1） 275 139 195（1，5）11，194（86．0）1，631（12，5） 13，020 9，490
?? ?
女 ｝ 1（100．0） 一 1 296 299（5，8＞4，027（79．3）749（14．8） 5，075 18，788?
｝ 262（94．9＞ 14（5．1） 276 435〈157、6＞494（2．7）15，221（84．1）2，380（13．2＞ 18，095 28，278＜i56．3＞?
一 249（98．4＞ 4（L6） 253 173 4（0．09） 4，451（97．1） 129（2．8＞ 4，584 2，488
????
?
一 10（100．G） 一 1G 357 一 762（98．2） 14（1．8＞ 776 5，131?
一 259（98．5） 4（1．5） 263 530〈201，5＞ （0，07＞ 5．213（97．3）143（2．7） 5β60 7，6ユ9＜142．1＞?
17（0．82） 1，997（95．9） 69（3．3） 2，083 1，143 913（7．4）10．968（88．3） 535（4．3） 12，416 3，696???
女 ㎜ 62（93，9） 4（6．1＞ 66 2，485 1，363（13．8）8，221（83．2）302（3．1） 9，886 8，014?
17（0．79） 2，059（95，8）73（3．4） 2，149 3．628〈168，8＞2，276（10．2）19．189〔86．0） 837（3，8） 22，302 1ユ，710〈52．5＞
?
17（0．65） 2，507（96．0）87（3．3） 2、61ユ 1，455 U12（3，7）26，613（88．7）2，295（7，6＞ 30，020 15，674?? ?
女 一 73（94．8） 4（5．2） 77 3，138 1，662（ユ0，6）13，010（82．7）1，065（6，8） 15，737 31，933
計 17（0．63）2．580（96．0） 91（3．4） 2，688 4．593＜170、9＞2，774（6，1）39，623（86．7）3，360（7，3＞ 45，757 47、607＜104．0＞
註1）第1表と同一書より作成．
　2）（）内は，合計に対する各年齢層の比率，〈〉内は本業者1人あたり本業ナキ従属者数．
??「????」???????
??
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事使用入（是等は総て所属世帯主の職業に依りて分類表章すること本業なき
従属者と同一にして，自己の世帯より通勤する家事使用人は前記本業者に属
　　　　　　　　　　　　　　（5）す）に四大別す。」と記してある。以上から，本業者，本業ナキ従属者である
が，後者は一般的には前者に扶養されている家族である。家族であっても本業
者はこの中に入らず，たとえ未成年者であっても本業をもつ者は従属者では
なく本業者である。また，準世帯人口でも，たとえば工場寄宿舎にいる者
は本業者である。前者，すなわち本業者は世帯主を越えたものであり，後者，
すなわち本業ナキ従属者はその世帯に属すものの一部ということになる。以
上のことを前提にしてみていく。まず，全体は，本業者総数4万5，757人，そ
の本業ナキ従属者4万7，607人で，本業者を100とした本業ナキ従属者の指数
は104．4であるが，繊維は42．4，飲食物・嗜好品96．6，被服・身ノ廻り品は
87，8，機械器具製造は141．9，物品販売は140．5，旅宿・飲食等67．0，運：創業
は170．9であり，繊維において著しく小さい。繊維においては従属者のない
本業者が多いのである。旅宿・飲食店等，飲食物・嗜好品も小さい。
　つぎに，この本業者と本業ナキ従属者の関係，すなわち本業者を100とした
本業ナキ従属者の指数を職業上の地位でみよう。全体では，業主では156．3，
職員では142．1，労務者では52．5となり，労務者がきわだって小さい。部門別
に業主，職員，労務者それぞれのこの本業者100に対する本業ナキ従属老の指
数をみると，繊維は225．7，171．4，26．4，飲食物・嗜好品は278．4，148．3，29．5，
被服・身ノ廻り品は142．2，85．4，26．7，機械器具製造は278．1，164．8，71．2，
物品販売は207．5，91．4，14。0，旅宿・飲食店等は171．2，117．7，9．6，運輸業
は157．0，201．5，170．9となる。先にみた労務者には本業ナキ従属者が小さか
ったが，それは繊維，物品販売業，旅宿・飲食店等においてとくに著しい。
ここには家族持ちでない労働者が多いことが示されている。他方，運輸業に
おけるこの大きさは家族持ちの労働者の広汎な存在を予想させるのである。
（5）　（4）と同一書「調査の概要JIVページ。
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　この本業者の年齢構成をみよう。全職業では，14歳以下が6．1％，60歳以上
が7．3％であって，年少者，老齢者が一定数ある。それを男女別にみると，男
は3．7％，7．6％，女は10．6％，6，8％であって，年少者は女に多く，老齢者は
男に多い。これを階層別にみると，業主は14歳以下は2．7％，女だけでも5．8％
と小さく，60歳以上は13．2％と大きい。これに対して，労務者は14歳以下は
10．2％，とくに女は13．8％と大きく，60歳以上は3．8％と小さい。これを部門
別にみよう。14歳以下が全体を上回るのは繊維と飲食物・嗜好品であり，と
くに前者は著しい。これらは60歳以上は小さい。他方，60歳以上が大きいの
は物品販売と収入二依ルモノで，ことに後者は著しい。これらは14歳以下は
物品販売の男が大きいことを除いて小さい。繊維の14歳以下の大きいのは，
女のそれが22，2％に達しているからであるが，労務者だけではそれは22．9％
になる。労働者のおおよそ4人に1人が14歳以下ということになる。飲食物・
嗜好品も女でのその比率は高いが，しかし男に女を上回る数があり，労務者
では13．7％に達する。機械器具は全体には及ばないもののかなり高いが，男に
おけるそれによるのであり，労務者だけについていえば10．2％と，10人に1
人が14歳以下ということになる。60歳以上の大きい物品販売と収入二面ルモ
ノは，ともに業主において男女ともに60歳以上が大きいことによってこのよ
うになる。物品販売は労務者の男において14歳未満が19．2％と大きく，男の
労働者の5人に1人が14歳以下の年少者なのである。被服・身ノ廻り品はそ
のいずれも全体より小さいが，男は14歳以下が，女は60歳以上が全体のそれ
ぞれよりも大きい。後者についてみれば，業主，労務者ともにあり，老齢で
あるにもかかわらず仕事に従事しているものの少なくないことを示す。前者
についていえば丁稚のような年少者をかかえていることを推測させるといえ
よう。運輸業は14歳以下，60歳以上がともに小さいが，ここでは中堅的労働
者が中心となっていることを予想させるのである。なお』ここには表示しなか
ったが，岡山市を特徴づける収入二依ルモノは2，994で，うち男1，125，女1，869
である。すべてが業主である。14歳以下1．1％，15～59歳62．2％，60歳以上
一13一
304
36．7％であって，60歳以上のウェイトが著しく高い。ここには364入の男とと
もに396人の女がおり，地代・家賃などで生活する老齢者の存在が示されてい
るといえよう。同時に14歳以下でも地代・家賃などで生活する家の主もいる
ことが示されている。
　ここであらためて本業者の構成をそれぞれごとにみよう。
　繊維工業　ここは男女別では女が7割を占め，地位分類では労務者が9割
以上を占めるが，年齢別では14歳以下のウェイトが高い。労務者だけについ
ていえば，14歳以下は17．9％，女だけについていえば22．9％に達する。本業
ナキ従属者からみて，業主と職員は多くは家族持ちであるが，労務者はそう
ではない。独身の若年の女子労働者であろう。業主の少ないこととあいまっ
て，ここにはこのような雇用労働力に依拠する工業が展開しているのである。
　．飲食物・嗜好品製造業，被服・身ノ廻り品製造業　ここはともに業主の割
合が相対的に高く，また男の割合が大きい。そして，この多数を占める業主
には本業ナキ従属者がかなりある。労務者は多くないが，14歳以下が，それ
も男においてかなりであり，年少労働者が存在している。自営業が多く，ま
た雇傭労働力をもっての生産が行なわれていることを示すであろう。飲食物・
嗜好品が職員の割合が大きいことからより近代企業的であり，被服・身ノ廻
り品がより自営的であろう。
　機械器具製造業　ここは業主は労務者より小さく，男が主で，また男の雇
傭労働力をもつ。年少男もあり，徒弟的存在を想定せしめる。
　物品販売業　ここも業主が労務者をはるかに上回り，男が8割ほどである。
労務者もあるが，男で14歳以下が2割ほどもあって丁稚の存在を想定せしめ
る。男を経営主とする自．営業であろう。
　旅宿・飲食店・浴場業等　男女比では1：2くらい，業主と労務者の比は
1’F2くらいであるが，業主だけでは男女数は比較的近く，労務者では女が
8割を占める。労働者の中心は女である。労務者も14歳以下は少なく，15～
59歳である。この労務者には本業なき従属者はきわめて少ないが，それは15
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～59歳という無意味に近い年齢区分ではあるが，その比較的若いほうにかた
より，このことによって従属者がないとも考えられようが，また，住込みで
あることによるということも想定できよう。
　運輸業　これはほとんどが男で，業主は少なく労務者が圧倒的である。年
少者，老齢者も少なく，中年齢層が中心である。労務者であっても本業ナキ
従属者指数は168．8であり，家族持ち労働者が形成されているヒとを示す。
　収入二丁ルモノ　女が男を上回っていること，60歳以上の割合が大きいこ
とが特徴であるが，小作料二依ルモノ，地代・家賃・有価証券ノ収入二依ル
モノ，恩給・年金・其ノ他ノ収入二依ルモノである。
　　3　世帯構成の特徴
　第5表は，このような職業別構成をとる岡山市の年齢別人口構成を示す。
男において15一・19歳，20～24歳，25～39歳の3階層において岡山市は全県を
第5表　年齢別人口構成 （1920年）
5歳未満
　歳　　歳
U　～14
歳　歳
P5～19
歳　　歳
Q0～24
25歳～39
Q5歳～44
40歳～59歳
S5～5960歳以上? 14．2％ 20．4％ 9ユ％ 7．7％ 18．1％ 20．5％ 9．9％
岡　山　県
女 13．7 19．7 9．7 8．0 24．2 13．9 10．8
岡　山　市
男 11．3 18．2 13．3 9．7 21．4 20．0 6．1
女 10．6 18．2 14．79．7 26．2 12．6 8．0
倉　敷　町
男 12．7 20．3 10．1 8．5 21．8 12．3 7．3
女 10．9 20．8 14．5 9．3 25．0 11．7 7．8
玉　島　町
?
14．8 21．9 8．4 7．0 15．1 19．7 9．5
女 11．9 21．2 12．08．8 22．5 13．0 10．6
笠　岡　町
?
13．8 20．9 10．6 7．7 19．1 19．5 8．4
女 12．7 20．3 10．7 9．0 25．0 12．8 9．5
津　山　町
?
！3．6 20．0 10．0 6．8 19．5 21．5 8．6
女 11．4 19．0 11．5 8．4 25．2 14．5 10．0
註1）　第1表と岡一書より作成．
　2）年齢区分欄の上段は男，下段は女である．
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上回り，女にあっても15～19歳，20～24歳，25　一一　44Ueの3階層にお』いて岡山
市は全県を上回っている。比較のためにあげた倉敷町，玉島，笠岡の諸町に
あっても，多くの場合これらの階層のウェイトは全県を上回っている。第4
表のうち，岡山市の繊維工業を本業者の年齢別を再度みよう。女の本業者
4，522人のうち労務者は4，392人であるが，3，355人が15　一一　59　Wh区分に属して
いる。この区分は大き過ぎて無意味に近いが，この3，355人の多くは15～19
歳，20～24歳に属するであろう。14歳以下も1，055人である。ここに年少者の
広汎な存在を想定しうるであろう。以上は繊維であるが，物品販売における
労務者の14歳以下の高さに同様なことが想定できよう。このような，繊維に
おける女子の年少労働者，物品販売における男子の年少労働者をはじめとす
る年少労働者の存在があるのである。このようなことが岡山市の年齢別構成
を特徴的なものとしているのであろう。
　第6表は，世帯数，人口中の準世帯数・人口をみるものである。全県は，
準世帯数は全世帯中の0．76％，準世帯人口は全人口中の男2．6％，女2．3％，合
計で2．5％であるが，岡山市は，世帯数で1．5％，人口で男8．4％，女10．0％，
合計で9．2％とる。比較のためにあげた4町も，玉島町の男を除き，準世帯が
世帯数，人口において全県よりも大きくなっている。ことに倉敷町は女が14．0
％に達している。全県の1世帯あたりの人口は，普通世帯が4．5人，準世帯が
14，9入であって，後者は3倍ほどの大きさであるが，岡山市は，それぞれ4．1
人，27．1人と後者はさらに大きい。この点，倉敷町の準世帯あたり人口は29．5
人，玉島町は30．4人と岡山市のそれよりいっそう大きいが，それは女の大き
さによっているのである。第7表は，この岡山市の準世帯の内容をみるため
のものである。男3，842人の準世帯人口は，学校寄宿舎が最大で29．8％，つい
で，監獄23．6％，旅宿下宿屋19．9％，病院10．1％などが主なものであり，女
は工場寄宿舎が56．8％と過半を占め，ついで学校寄宿舎19．8％，病院16．4％
などとなっている。全県は，男は陸軍が26．0％を占め，ついで旅宿下宿屋18．8
％，学校寄宿舎16．0％，合宿所11．4％などとなり，女は工場が実に67．5％を
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第6表　普通世帯・準世帯
（1920年）
総　数 構成　比 1世帯あたり1人口普通世帯 準世帯 普通世帯 準　世　帯
世　帯　数 266，770 　％X9．2 　％O．76 　人一 　人一?????
一
605，316 97．4 2．6 2．2 7．8
女 612382　， 97．7 2．3 2．3 7．1
合　　　計 1217698，　　　　　　， 97．5 2．5 4．5 14．9
世　帯　数 21，423 98．5 1．5 一 一?
45779　， 91．6 8．4 2．0 1！．9
?????
女 48806　， 90．0 10．0 2．1 15．2
合　　　計 94，585 90．8 9．2 4．1 27．1
世　帯　数
??，
98．6 1．4 一 一? ??，
95．6 4．4 1．9 6．2
?????
女 6，977 86．0 14．0 2．1 23．3
合　　　計 12864， 90．4 9．6 4．0 29．5
世　帯　数
??，
99．3 0．74 一 一
?????
?
9，853 98．9 1．1 2．1 3．3
女 11，063 91．7 8．3 2．2 27．1
合　　　計 20916， 95．1 4．9 4．3 30．4
世　帯　数
??，
98．1 1．9
男
??，
95．1 4．9 2．0 5．3
?????
女 7，097 94．2 5．8 2．2 7ユ
合　　　計 13405， 94．6 5．4 4．2 12．4
世　帯　数
??，
97．8 2．2 一 ｝
?????
?
8，219 91．6 8．4 1．8 7．6
女 8，866 94．0 6．0 2．1 5．9
合　　　計 17，085 92．8 7．2 3．9 13．5
註1）第1表と同一書より作成．
占め，ついで学校寄宿舎13．1％，病院11．9％などとなっている。全県の場合
は岡山市郊外の師団，岡山市の場合は刑務所が特異であるが，岡山市は男は
学校寄宿舎，旅宿下宿屋が顕著で，これは高等教育などの教育機関の所在の
反映したものであろう。女は工場寄宿舎のウェイトが著しく高いが，学校
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昨7表　準世帯の内わけ （1920年）
岡　　　　　山　　　　　県 岡　　　　　山　　　　　市
世帯数
人　　　　　口 1世帯あたり人口 人　　　　　口 1世帯あたり人口
総　数 男　　　　　　女 総　数 男・女
世帯数
総　数
?
女 総　数 男・女
準世帯 2，02130，05615，779（100．0） 14，277（100．0）4．9　7．8i　7ユ 3328，7213β42（100．0）4，879（100．0）26．3（ll：勇
陸　　軍 39 4，1054，105（26．0） 一 105．3
（1唖3）
一 一 一 一 ｛ 一
監　　　獄 6 1，1911，133（7．3） 38（0．27）198．5192．2U．3
? 943 905（23．6） 38（0．78）943（ll：診
留　置場 7 22 9（0．06） 13（0．09） 3．1（｝：1） 2 16 3（0．08） ／3（0．27） 8 （1：影
91 4359， 2，522（16．0） 1，837（13、1＞47．9 27．7i 0．2 31 2，1091，145（29，8）964（19．8）68．Q（§1：診?????学　校
H場
ｴ他
17510，9581，324（8．4）9，634（67．5）62．6（51：1） 12 2，936 164（4．3）2，772（56．8）244．7（，ll：D
28 277 244（1．5） 33（0．23） 9．8 8．7P．2 4 101 99（2．6） 2（0．04） 25．3
（21：欝
慈善的場舎 12 12ユ 90（0．57） 31（0．22）ユ0．1（1：1） 6 52 46（1．2） 7（0．14） 8．8ほ∋
病　　　院 2122，690 993（6．4）1，697（11．9）12．7（1：1） 33 1，188 388（10．1） 800（16．4）36．0G勃
旅宿下宿屋 9643，4922，964（18．8）528〈3．7＞ 3．6ほ1） 169 924766〈19．9＞ 158（3．2＞ 5．5（諭
合宿　所 335
??，
1，792（11．4）440（3．1） 6．7（1：1） 31 382 257（6．7） 125（2．6＞12．3ほ診
船　　舶 63 389 389（2．5） 一 6．2
（6．2）
一 一 一 一 皿 一
其　　　他 89 220 194（1．2） 26（0．18） 2．5（1：1） 69 69 69（1．8） 一 1．6（主ら
註1）第1表と同一書より作成．
　2）人口欄（）内は準世帯総男女数に対する比率．
???
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寄宿舎もそうであり，紡績工場と師範学校，女学校などの所在を反映してい
る。1準世帯あたりの人口も工場宿舎は244．7人と大きく，ことにそのうちわ
けは男13．7人，女231人というように圧倒的に女であり，女工が大きく集積し
ていることが示されている。学校寄宿舎も31箇所の平均で68人であり，規模
は大きい。この点，全県はさらにウェイトの高い工場寄宿舎の平均は62．6人
と岡山市のそれの4分の1くらいの規模である。世帯数は175あ．り，各種工場
であり，すべてが近代的大規模工場ではない。
　第8表は，未婚率をみたものである。岡山県は未婚率は男50．3％，女43．8
％であるが，岡山市はそれぞれ53．1％，47．7％で，男女ともに未婚率が全県
よりも高い。このことは，比較のためにあげた倉敷などの諸町は表示してな
いが，倉敷町男50．5％，女49．6％，玉島町51，9％，47．3％，笠岡町52．4％，
48．3％，津山町50．7％，44．9％であって，岡山市と同様である。この未婚率
の年齢別状況をみると，ここにあげた年齢層のいずれにおいても男女ともに
岡山市は岡山県をかなり上回っており，とくに女においてそれが著しい。こ
れは，先にみたように準世帯人口の多いこと，寄宿舎人口，ことに工場寄宿
舎のそれが大きいこと，とあわせて考えると，独身の工場労働者の多いこと
を示すといえよう。そして，この工場とは紡績を中心とする繊維工業のそれ
であろう。
第8表　未婚率 （1920年）
総　数
う　ち　主　要　年　齢　層　別
　　．　＝P5～19
　＝　　　　　　　　唱
Q0～25　　『Q5～30　　くR0～34
　竃　　　　　　　　啄
R5－40
岡　　山　　県
男 50．3％ 96．5％ 62．0％ 17．3％ 5．1％ 2．9％
女 43．8 80．0 21．2 5．8 2．5 1．6
?
53．1 98．1 73．326．4 8．4 4．8
岡　　山　　市
女 47．7 88．4 39．5 14．06．5 3．1
註！）第1表と同一書より作成．
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4　出生地
　「国勢調査」は出生地を調査している。1920年の「国勢調査」では各市町
村について自市町村生，自市町村外生を記すが，全県，市，郡部一括のそれ
ぞれについて自市町村外の内容を記載している。第9表は，人口中の自市町
村外生のウェイトを示すものである。自市町村外生は全県は男20。1％，女44．6
％であるが，岡山市は男は64．4％，女は66．2％で，それぞれ3倍，1．5倍の大
きさである。比較のためにあげた倉敷町なども表示していないが，倉敷町は男
53．5％，女64．2％，玉島町23．7％，44．6％，笠岡町49．0％，51．0％，津山町50．8
％，52．9％であって，他市町村生の割合は玉島町の男が全県を下回っていること
のほかは，いずれも男女ともに上回っている。自市町村外生のうちわけをみると，
岡山県は男は県内他市町村18．7％，他府県生7．1％，であるが，岡山市は40．3
％，23．3％であり，女は岡山県はそれぞれ35．4％，8．8％であるが，岡山市はそ
れが39．1％，26．8％であり，とくに他府県生が男女ともに高い。こころみに1930
年をみると，岡山県は自市町村外生は男27％，うち県内他市町村生18．5％，
他府県生7．4％，女は44．8％，うち県内他町村生35．4％，他府県生9．3％であ
るが，岡山市は男61．7％，うち38．8％，21．3％，女62．8％，うち38．4％，23．5％
であって，とくに他府県生のウェイトが大きいが，比較のためにあげた倉敷
町なども，倉敷は男49．4％，うち34。4％，13．2％，女62．1％，うち41．1％，
20．4％，玉島は男14．7％，うち16．2％，8．0％，女42．4％，うち28．8％，13．3％，
第9表　出生地 （1920年）
自市町村生 自市町村外生 県内他市町村生 他府県日
岡　　山　　県
男 73．9％　　’ 26．1％ 18．7％ 7．1％
女 55．5 44．5 35．4 8．8
岡　　山　　市
?
35．6 64．4 40．3 23．3
女 33．8 66．2 39．1 26．8
註1）第1表と同一書より作成．
一　20　一一
第一回「国勢調査」における岡山市の住民構成　311
笠岡は男43．3％，うち26．7％，15．7％，女50．4％，うち30．3％，19．6％，津
山は男は38．5％，うち29．8％，7．7％，女は47．5％，うち60．5％，7．4％であ
って，玉島町が男女ともに自市町村外生が全県より小さいことを除いて，ほ
かはいずれも大きく，他府県生が津山町を除いて，ほかはいずれも全県を上
回。ているt6）しかし岡山市の大きさは抜群である。
　いま，この他府県生の府県を整理すると，第10表のようになる。中国，四
国が大きいが，府県別では香川県，広島県の2県が抜きん出た大きさである。
このほかでは近畿がこの中国，四国についで大きいが，それは兵庫県，大阪
府を中心とする。また東京府も大きい。婚姻で岡山市に来ているものも，と
くに女の場合，あろうし，また東京府生は官員，教師などもあろうが，工場
労瀦が大量の香川県生，広島県生のなかに広汎に予想できるのである∫）
（6）神立春樹「戦前期岡山県における産業的地域編成」『岡山大学経済学単帯誌』第13巻
　第1号　1981年　186ページ第8表。
（7）ところで，『岡山市統計年報』には「出入人口地方別」があり，出て行く所，出て来
　た所を府県単位で記載している。1919年の「統計年報」によれば，1919年末現在で，
　出員1万8，745人，入員5万7，998人で大きく二二超過となっている。鉱員は男9，325人，
　女9，420人で，男女ほぼ同数であるが，入員は男2万6，895人，女3万1、！03人で，女が
　53，6％である。出員は県内各郡は2，767人，14．8％であるのに対して，入場は県内上郡
　は3万3，369人，57．5％を占めていて，県内各地から入る者が多くある一方で，県外他
　府県へ出る者が少なくないという構造である。以上は男女合計であるが，男女ともに
　そうである。正員，入員を地域別・府県別にみる。出員は，近畿が最大で，中心は大阪府，
　兵庫県で，これに京都府が加わる。ついで関東であるが，中心は東京府である。さら
　に中国，九州となるが，前者は広島県，後者は福岡県である。入員は，県下各部から
　が過半数を占めたが，他府県からでは四国が最大で，ついで中国，近畿となる。府県別
　では香川県が最も多く，ついで広島県，兵庫県，大阪府，東京府である。「国勢調査」
　と同様な状況である。この入員の性格であるが，1924年の『労働統計実地調査』にお
　ける府県ごとの工場労働者の状況をみると，岡山県は男子は流入をはるかに上回る流
　出があるが，女子は流出に2倍に達する流入があり，女子労働者流入県となっている。
　これは紡績工場等へのものであり，岡山市の場合も紡績工場への流入が予想できる。
　流入者の出生地は女も男もともに香川県が第1位で，広島県がそれにつぐ（前掲（6榊
　立論文　188～190ページ）。
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第10表　岡山市人口中他府県生の出生府県 （1920年）
総　　　数
?
女
人　　数 比率 人　　数 比率 入　　数 比率
北　海　　道 8珍 　％O．35 3塗 　％O．32 4診 　％O37
東　　　　北 263 1．1 143 1．3 120 0．92
関　　　　東
??，
4．9 657 6．2 509 3．9
中　　　部
????
4．7 625 5．9 490 3．8
近　　　　畿
??，
20．1
??，
21．9
??，
18．6
中　　　　国
??，
30．4 2，916 27．3
??，
33．0
四　　　　国 7，656 32．3
??，
32．0
??，
32．5
九　　　　州
??，
6．2 556 5．2 917 7．0
合　　　　計 23，736100．0 10，680100．0 13，056 100．0
香　　川　　県 5，680 23．9 2，563 24．0
??，
23．9
広　　島　　県
??，
22．8
??，
20．3
??，
24．9
兵　　庫　　県 2，273 9．6
??，
10ユ
??，
9．2
大　　阪　　府 1，385 5．8 659 6．2 726 5．6
愛　　媛　　県 863 3．6 388 3．6 475 3．7
????????????
徳　　島　　県 846 3．6 366 3．4 480 3．7
山　　口　　県 821 3．5 288 2．7 533 4．1
東　　京　　府 731 3．1 395 3．7 336 2．6
島　　根　　県 520 2．2 236 2．2 284 2．2
鳥　　取　　県 464 2．O 229 2．1 235 1．8
註1）窮ユ表と同一書より作成．
　　5　住民構成からみた都市の性格
　以上の岡山市の住民構成の検討から，岡山市の産業都市としての性格をつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）ぎのごとく導きだすことができるであろう。
　まず，岡山市は本業者中の工業は男女ともに全県のそれよりはるかに高く，
工業を第一位とする工業の都市である。しかしその男34．5％，女43．2％とい
（8＞ここで比較のためのあげた八幡市，前橋市，今治市に関するものは，すべて前掲註
　（2）奥論文による。
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う高さは工業都市である八幡市67％，前橋市58％，今治市53％と比較すると
はるかに小さい。その中分類をみると女子では繊維工業が66．5％であって，
前橋市，今治市の70％台には及ばないが，かなり大きく，繊維工業中心であ
る。これに対して男は，土木建築，繊維，食料品・嗜好品を16～18％台とし
て分散している。このように工業が第一位であるが，工業都市には及ばない。
工業につぐ商業は，物品販売が中心で，中分類ではこれが最大である。むし
ろ商業都市というべきであろう。
　この本業者を地位別にみると，工業は業主20．9％，労務者73．8％であるが，
繊維は労務者が9割を越え，労働者が多いことが示されている。繊維につぐ
飲食物・嗜好品は22．3％でそれほど大きくないが，被服・身ノ廻り品は51．2
％が業主であり，自営者であることを示唆する。そのほかも製版・印刷・製
本，瓦斯・電気等などを除いたそのほかの工業は業主のウェイトが高く，同
様に小自営業であり，伝統的手工業生産であることを予想させるものといえ
よう。商業の業主51．2％，とくに物品販売のそれが61．2％であることは，こ
れまた自営者であることを示唆している。このように繊維工業においては雇
傭形態が展開しているが，この繊維工業や瓦斯・電気等を除いたその他の工
業や，金融・保険業を除いた商業では，むしろ自営業が広汎であることを予
想、させる。
　世帯構成をみると，準世帯人口の割合が男女ともに全県よりはるかに大き
いが，その男8．4％，女10．0％という大きさは，八幡市の男12．9％，前橋市の女
19．4％，今治市の女15．3％よりかなり小さく，工業都市としての微弱さを示
すものといえよう。しかし1世帯あたり人口は普通世帯の数倍であることは，
工場寄宿舎への一定の集積を示唆する。このことと関連して，本業心身分別
の年齢構成では，繊維工業には労務者女に1，000人を越える14歳以下があっ
たが，この層の工場寄宿舎への集住が予想できよう。この点物品販売業に労務
者男に一定数の14歳以下があったが，これは商店の丁稚であることを予想さ
せる。また，男女ともに15一一1gme，20～25歳を中心に未婚率が高かったが，こ
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れまた以上と同様の推測をもたらす。出生地で自市町村外がそれなりにある
ことは，工業においても繊維工業を中心として，他府県からの労働者の流入
があったことを示すであろう。
　海野福寿氏によれば岡山市の工業人口比率は東京，大阪，京都の3市を除
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）く人口5万以上都市のなかで14位である。このように高いのであるが，この
「国勢調査」にもとつく住民構成の検討を通じて，岡山市は産業都市として
は商業都市であり，また一方において近代的工場工業の展開がありながら，
より広汎な「伝統的手工業生産を特質とする都市手工業」（海野福寿）が展開
しているのであり，このような2類型をふくむ工業都市としての性格をもあ
わせもつにいたっていることを窺知し得るのである。
（9）前掲註（2）海野論文150－151ページ。
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